
技術情報/ねじ止め作業のコツ

ねじ止め作業は、正しく行わないと締結強度や保持力が発揮されなくなります。取付物によってはねじが破
損したり板浮きやバカ穴が開いたりします。
それを防ぐために、失敗しない方法やドライバーの選び方などをご紹介します。

●C型鋼に材料を取り付ける場合

●C型鋼に石膏ボードをはさんで、ガルバ鋼板を取り付ける場合

コンパネ浮きによる失敗

リーマー（羽根付）ねじの貫通不良

フレキビスを使用。 板浮きしてC型鋼を
貫通できません。

リーマーフレキを使用。 スムーズに
貫通します。

コンパネ、硬質ボード

リーマ（羽根）がC型鋼に当
たった時、少し強く荷重を加
えます。

不安定な姿勢で締め付けを行
ったためリーマ（羽根）がC
型鋼に当たった時、荷重をか
けずに回転数だけ上がりまし
た。

リーマ（羽根）がC型鋼
を貫通してバカ穴をあけ
てしまいました。

リーマ（羽根）が飛んで
ピッタリと取り付けるこ
とができます。

石膏ボードガルバ鉄板
0.5t


